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平成11年11月下旬から平成12年1月中旬にかけて、宅地造成工事に先立ち、八ノ坪遺跡の調査を

行ないましむトレンチlでは、室町駅 (14観的の溝と努蹴繕〈時叩月)2基が見つかって

います。平成6年度、今回の調査地4まから30m北東の地点で発掘調査を行なっていますれ弱生時代中期

の方形周溝墓が見つかっています。今回検出された方形周溝墓も、動往時代中期の可能性があります。

トレンチ2では1ト 16世紀頃の溝、柱穴、主恥どが見つかっています。 SD-lはトレンチの繭隅

で直角に屈曲していて、南東方向に伸びるかT字状に分かれているものと考えられます。溝の北東側では

留で等移数検出されていて、雇通匙の周りを区酎る溝とみられます。今回の調査では、新たにこの周

辺に中世の屋敷地が広がっていることがわかりましむ 〈藤原〉
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平成1鉾 2月から3月にかけて、伊勢遺跡の確認調査を実施しましむ第l地長は日吉神社の東仮!駒百

mの地長で、第2地煮は神社の東南保酌百mにあたります。

第1地長では、東西方向に流れる旧河道を検出しました。その規模等は不明ですが、幅10m以上と推定

されまれ伊勢遺跡は頼加に轍こ伸びる丘腕にひろがる蹴ですが、その南側にはI駒 mほと‘の

旧河道が有在することがわかっていました。今回の調査では、遺跡の北側にも!日河道カ清在することか哨

明しました。地形的にもこの旧河道から北側に向かって低くなっていて、伊勢遺跡の北側の境界となって

いる可能性があります。旧河道の南西側では碕往断機期の竪穴住居1棟や不定型の落ち込み csx-
1)、土壌等を検出しました。 SX-lは6mx4m以上の落ち込みで、調査区の西側にむ?かつて広がっ

ています。その東側の肩口では、焼土の塊が2m四方に集中していることがわかりました。この遺構の性

格については現在のところ不明ですが、強い火を受けた構築物がこの地点において廃棄されたものと考え

られます。平成12年度の秋に周辺部の調査を行なう予定で、その性格等について明らかになればとおもい

ます。

第2地煮は、大型建物が集中する中心部の北側な伊勢遺跡でも最も高い地域にあたります。標高約99

mを飢餓面には離が跡っていましむその輔の上面で逝搬出を行なった結果、竪穴儲7

棟、柱穴、掘立柱惑鈎等が見つかりましfこ。竪穴住居は一辺5m前後の方形プランの中型の住居で、弥生

時代後期と考えられます。柱穴iま、灰褐色の中世のものと黒褐色の粘質土洲織した弱注~古墳時代のも

のに分けられます。このほか、 2間x3間 (3.4mX 4.5m)の織あ倣鵠鋤搬出されました。こ

の建物は、栗太君問醐りの方向に一致していて、奈良噺tのものと推定されます。この地長でも遺構密度

が高く、伊勢遺跡の中枢部に近いと考えられます。(伴野〉

旧河道
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闘語

下之郷脚本平成10織の道路エ斡こ伴う発掘礎査で蚤駄滋鳩惜殺がたくさん発見されて以降、環濠集落φ全体範囲を抱趨

するための稽認調査を進めています。本年度l弘特に集落をとりまく環濠の位置や広がりを探るために合計7iJ所での平面検出縄査と

古い航窓写真から一帯の徳地形を復康する調査をおこないました。ここでは、その総果を少し紹介したいと思います。まず、確認調査

です吠第1地点でi拶絡の南西側で調査をし、 5条の犬潟を発見するとともに、一部を掘り下げてみたところ、そこにはた震の弛

土器材割跡題もれていること州コかりました。第 2地，~でi話籍船東側で 4条D大潟、第3 、第 4地~訓練駒お糊で2条の

メ講が、そして第5、第?地提でt話題窓東測で2条以上の丸曹の位働4おさえられました。また第6次の調査では、環濠のすく・内側の

場?n'で円形の霊六住居らしきもの G語り込みをしていなし 1の古学しいこと販問題です)純紬されましむこの発見i志、強窃噺榊期

の下之郷邸前ζは聾穴住居がなかったのではないかという、これまマの議論に一石を投じる可能性があります。以上の確認識査とこれ

まで旬発締結果でわかっている環濠の位置を考え合わせると、若干の修正i泌嬰討が、当初に予想していた周巨腕図にi総合致する

~議俗信誕話機製泌榔S陰線翻廷蕊鰍古谷組長益減恥~言法制
島地点で環濠カ溌見されたことに

なります。つぎに、古い指箆写

.真から燭辺の微池形を復原する

認査でi立、まず古い航窓写真

( 1/1∞00の垂直書真・今回
は眼目36年撮影分)を探して

部切潟弱点をコンビューター

で解析する作業をしました。そ

して、求められたデータを10 

mメッシュで地底tJこ蛮到しノ、

ンドメイドの等高欄をf械し

ました。最後に写真と此殺しな

がら不必要なデータ制l践した

り、補正制Bえたりして断蹴

年当時制也協獅図をつくり

~.~_.~~間・.-rcr-雪認竪密接戸吸 問時←・エ，;-.:..遺跡《尚忍と重ねてみましたoA 下之郷遺跡地形復元図 山~，初出 -ー←

その区民〈上のものですaζの図を鵠察して言えることは、ーっl本遺跡周辺のこまかむ膨の起伏約潟、ぴ上がり、極免している谷や

161可道、中治献の高まりなど抑留意されたこと。二つには、~必封切環濠の位置と復原された等磁泉の抱際関胸部剣切こではある

約舗できたことa三つには、集議内部に現，$1).地割りとは異なるt践的儀針。か脅さめられたことで、実際にこの場所!こ常生集認の

区画Fよど均穏られているなるば極めて重要なことになりますe四つにi立、今年のE滋蕊堤富で検出されが務匙よりさらに外側にも実体

の対湾の存在的旨摘できること3 えは、情えした地割かる思L、つL、たことを記しましt::.iJ<、出てきた問踏まあくまで発掴をしてし、ない

飼省で言えること〈予案)ですので、今後鑑認務践を進めていくなかで曳劉の情報か甥肱で傑正されていくことになりますa過おこ撮

られた写真も遺跡D発援滋皆や髭都留、にとっては、刻、へん'脅効な手段のように思います。 Oll燭
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司Z尾文 1 1 ~三居芝多盗芳琵訪司王立 軍乞雲長

番号 遺跡名 網 歪 地 調査期間 調韮面町開発面積 調査原因 担当 備考 乙貞掲書記号

下之甥遺跡〈お次} 下之揖町640・訂番地 4122-暗110 850at 共同住宅 川畑 平面調歪 l師号

2 下之郷遺跡〈鈍次〉 下之錦町却4-1番地 8/4 -9/4 400at 軍要遺跡磁露関歪 川畑 平面開韮 106号

3 下之鱒遺跡〈お次〉 下之寓町'217'・・218'・3番地 10/4 -10/8 印Oal 駐車場 川畑 平面調査

4 下之揮遺跡 (3飲) 下之揮町218・1・2番地 11124-11/30 ぉoat 窟舗建築 川畑 平面調歪

5 下之揮遺跡〈釘次) 下之錦町初会1番組 121 8-118 500al 重要遺跡瞳題調歪 川畑 平面調蓋

6 下之郷遺跡〈路次〉 下之郷町町6・1:番地 121:加-12128 4πd 個人住宅 川畑 平面調牽

7 下之揮遺跡〈鈎次) 下之郷町7何・l番地 1131-2129 4ωd 軍要遺跡碕認調蓋 川畑 平荷調釜

8 伊勢遺跡 (55次〉 同村町字上番回143・1番地 5/10-8/25 2. OOO/3.2f栂.99ol 工場 小島 発掘調査 106号

9 伊勢遺跡 (56次} 伊勢町78番地 5/1←.. 7/8 8ωd 軍要遺跡宿題調韮 伴野 平面調韮 105号

10 伊野遺跡 (57z.tc) 伊勢町お織地 5/13-5117 200at 共同住宅 藤原 平面胴差

11 伊勢遺跡〈鴎次〉 阿村町155番地 8/10-9/8 4ωd 重要遺跡指認調韮 伴野 平面開歪 106号

12 伊勢遺.(5制。 岡村町1飽番地 9/1ト..9/30 200m 重要遺跡檀題調歪 伴野 平宙開蓋
13 伊野遺跡〈印次〉 同榊Tl55・158-1番地 9/27-12114 700at 重要遺跡磁認調韮 伴野 平面調牽 107号

14 伊勢遺跡 (61次〉 阿村町l鵠ー1'番地 1/4 -1118 l00at 里遺 伴野 平面調蓋

15 伊勢遺跡〈昭次) 伊努町56番地 21 1-3/21 ωoot 重要遺跡磁器調韮 伴野 平面開釜 109号

16 伊努遺跡〈飽ω 伊勢町舵番地 2121-3/21 蜘 d 軍要遺跡詣露関釜 伴野 平面関歪 109号

17 掃車田域遺跡oω 播鹿田町字下広畑531番地他 4119-12128 5.1∞1/8.100at 宅地造成 畑本 発掘飼韮 104 -108 

18 二町錦遺跡 ニ町町宇盆ノ内215-3番地 4127-5/6 弱O.日1989.飽 d 共同住宅 大岡 発揚欄歪 105号

19 山田町遺跡 (2次) 鹿部町字北中水1161-1番地 &124-8/4 却Orrl 共同住宅 高原 発掘調釜 106号

却 高関遺跡 ニ町町字北上代5番地 7/5 -81却 ω9.33/809.飽 d 共同住宅 大岡 発揖関釜 106号

11 浮気南遺跡 浮気回J228-1番地 8/5 811.11 rrl 農用倉庫 伴野 試調関葺

包 同比留遺跡 小島町字三ノ坪1612~帯地 10/25 1花.95af 個人住宅 伴野 試掘蝿歪

n ニノ睡・横拭遺跡 守山六了目9-3番地 11/3 143af 個人住宅 伴野 試掘調蓋

24 八ノ坪遺跡 諸島田町字寺ノ肉766-1他 11122-1114 5伺九9羽d 宅地造成 高原 発掘調韮 109号

お 横江遺跡 大林町字体見382，・7曙地 1219 208.83uf 個人住宅 小島 試掘調釜

26 金森東遺跡04z.tc) 守山三丁目:字大将軍:446・・446，・1 11111 -12117 440/674rrl 宅地造成 岩崎 発掘調釜 108号

幻 金議東遺跡05l，1o 守山三丁目土地区画聾理内7・4-2 121 3 -12113 127rrl 個人住宅 大岡 発掘調釜 l伺号

却 金森束遺跡06次〉・ 守山三丁目土地区画聾理内S・3・1 12114 -12116 185/156. 5al 個人住宅 小島 発調関韮 108号

m 金森束遺跡(17l'o 守山三丁目土地区画整理内7・4・2 121 3 -12113 135/156.5al 個人住宅 小島 発揚調釜 108号

30 金森束遺跡(18目。 守山三了目土地区画整理内2・2 12117 202.0al 個人住宅 伴野 発掘調韮 108号

31 金轟東遺跡(19次〉 守山三丁目土地区画聾理内10・鋪 ν6-1n 7卸d 個人住宅 伴野 発揚潤筆

詑 金森東遺跡(20次〉 守山三丁目土地区画整理内位争2 ln -1/12 403.0 uf 個人住宅 伴野 平面調査

鎚 金森束遺跡(21次〉 守山三丁目土地区画聾理内455他 2110-2117 141.0 rrl 個人住宅 畑本 発掘調歪

M ニノ睡・横拭遺跡 守山六丁目7・61番地 1/4 -11 5 196.61uf 個人住宅 伴野 発掘調韮

お 吉身北遺跡〈初次) 梅田町40番地9・10番地 1/31 舘9.08al 個人住宅 伴野 試掘間歪

36 ニノi睦・横説遺跡 守山六丁目字甫百ケ町“・4番地 211ト-2117 192.ωd 個人住宅 小島 発揚掴歪

訂 ニノ瞳・横拭遺跡 吉身三丁目字森民528・5番地 3/10 216.36al 個人住宅 伴野 発掘調韮

38 寺中遺跡 矢島町字東訪343卜2番地 3/15 4関.24rd 昆用倉庫 小島 試掘調歪

39 赤野井遺跡 赤野井町3ω・3番地 2128 488.66 at 個人住宅 伴野 試掘調歪

平成10年度から建築確認業務が守山市で実施されるようになり、上記の調査B汐いこ住宅建築や擁壁工

事に伴う立会調査部句7伴付子なっています。また、下水道工事に伴う立会〈約5件〉や開発に伴う試掘調

査(約15件〉を実施しました。
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